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11 US110について
本製品の設置・接続、シャットダウンの方法などについて説明します。

各部の名称と機能（→2ページ）..............................................本製品の各部の名称と機能について説明します。

設置と接続（→4ページ）...........................................................本製品の設置と接続について説明します。

US110の利用（→10ページ）..................................................本製品のシステム構成、基本的な操作方法、仮想
PCへの接続方法、シャットダウンの方法などに
ついて説明します。
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各部の名称と機能
本製品の各部の名称とその機能を次に示します。ここで説明していない箇所は本製品では使用しません。

装置前面

① POWERランプ（緑色/アンバー色）

本体の電源がONの間、ランプが緑色に点灯し、省電力
モードの時はアンバー色に点灯する。

② POWERスイッチ

電源をON/OFFするスイッチ。一度押すとPOWERラン
プが点灯し、ONの状態になる。もう一度押すとシャッ
トダウン確認のメッセージを表示する。4秒以上押し続
けると強制的にシャットダウンする。

③ USBコネクタ

USBインタフェースに対応している装置と接続する
（→9ページ）。

④ ラインアウトコネクタ

ラインイン端子を持つ機器（ヘッドホンまたはPC
スピーカなど）と接続する（→9ページ）。

⑤ マイクロホンコネクタ

マイクロホンと接続する（→9ページ）。

① ②

③④⑤
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装置背面

① LANコネクタ

1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-Tと接続するコ
ネクタ（→9ページ）。LAN上のネットワークシステムと
接続する。

② USBコネクタ

USBインタフェースに対応している装置と接続する
（→9ページ）。

③ モニタコネクタ

ディスプレイ装置と接続する（→9ページ）。

④ 電源コネクタ（15V）

添付のACアダプタ（15V）を接続するコネクタ
（→9ページ）。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦

⑤ RJ-22コネクタ

ヘッドセット、ハンドセットなどと接続するコネクタ
（→9ページ）。

⑥ ACTランプ（緑色）

アクティブな状態にあるときに点滅する。

⑦ SPEEDランプ（黄色/緑色）

ネットワークポートの通信速度を示すランプ
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以下の条件を満たした場所
<動作時>
室内温度：10℃～35℃*
湿度：20%～80%
<休止時>
室内温度：－20℃～60℃*
湿度：20%～80%

ほこりの少ない、きれい
で整頓された部屋

AC100V、平行二極
コンセント

添付の電源コードが
届く範囲にあるコン
セント

*　室内温度15℃～25℃の
    範囲が保てる場所での
    使用をお勧めします。 床の上、または水平で

じょうぶな机や台の上

設置と接続
本製品の設置および接続の方法について以下に説明します。

設置

本製品は卓上に設置して使用します。

注意 
本製品を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示
を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがありま
す。詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　指定以外の場所に設置しない

設置にふさわしい場所は次のとおりです。
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次に示す条件に当てはまるような場所には、本製品を設置しないでください。これらの場所
に本製品を設置すると、誤動作の原因となります。

ⓦ 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。

ⓦ 強い振動の発生する場所。

ⓦ 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近く
や薬品類がかかるおそれのある場所。

ⓦ 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。

ⓦ 物の落下が考えられる場所。

ⓦ 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの
ある場所。

ⓦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールド工事な
どを行ってください）。

ⓦ 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコンセ
ントに接続しなければならない場所。

ⓦ 電源ノイズ（商用電源をリレーなどでON/OFFする場合の接点スパークなど）を発生する
装置の近くには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置の近くに設置すると
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して
行ってください。）

ⓦ 本製品は筐体全体を使って自然対流による放熱をしているため、筐体に物を載せたり、
物と接触させたりしないでください。
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N8120-102 縦置き・LCD背面ブラケット（オプション）を
使用した設置

N8120-102 縦置き・LCD背面ブラケットを使用した設置方法については、次の2つの
設置方法があります。詳細については、N8120-102 縦置き・LCD背面ブラケットに添付の
取扱説明書をご覧ください。

縦置き・LCD背面ブラケット

本製品

本製品を卓上に縦置きに設置した場合

縦置き・LCD背面ブラケットを使用して本製品をLCD背面に設置した場合

本製品

縦置き・LCD背面ブラケット
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N8120-103 LCD背面取付位置調整板（オプション）を使用
した設置

LCD背面に本製品を設置する際、任意の位置に設置したい場合は、N8120-102 縦置き・
LCD背面ブラケットではなく、N8120-103 LCD背面取付位置調整板にて設置してくださ
い。

N8120-103 LCD背面取付位置調整板（オプション）を使用した設置方法については、
N8120-103 LCD背面取付位置調整板に添付の取扱説明書をご覧ください。

重要 

N8120-103 LCD背面取付位置調整板（オプション）を使用した設置を行う場合、
N8120-102 縦置き・LCD背面ブラケット（オプション）も同時に必要となります。
併せてご購入ください。

LCD背面取付位置調整板

縦置き・LCD背面ブラケット

本製品
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接続

本製品をネットワークに接続します。
ネットワークケーブルを接続してから添付のACアダプタの電源コードを本製品に接続し、
電源プラグをコンセントに接続します。

警告 

本製品を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示
を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、
iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　ぬれた手で電源プラグを持たない

注意 

本製品を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示
を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがありま
す。詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ 指定以外のコンセントに差し込まない

ⓦ たこ足配線にしない

ⓦ 中途半端に差し込まない

ⓦ 指定以外の電源コードを使わない

ⓦ プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない

ⓦ 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない
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重要 

ⓦ 本製品および接続する周辺機器の電源をOFFにしてから接続してください。ONの状態
のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。

ⓦ サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合は、お買い求
めの販売店でそれらの装置が本製品で使用できることをあらかじめ確認してください。
サードパーティの装置の中には本製品で使用できないものがあります。サードパーティ
の周辺機器、またはNECが認定していない装置やインタフェースケーブルを使用した
ために起きた本製品の故障については、その責任を負いかねますのでご了承ください。

ⓦ LANコネクタに接続したケーブルを抜くときは、コネクタのツメが手では押しにくく
なっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押して抜いてください。その
際に、マイナスドライバなどがLANコネクタやその他のコネクタを破損しないよう
十分に注意してください。

ⓦ ヘッドセットなどを接続する装置背面のRJ-22コネクタにNECが指定する周辺機器以
外の機器を接続しないでください。

ⓦ ヘッドセットなどを接続する装置背面のRJ-22コネクタを公衆回線には接続しないで
ください。

ⓦ USBハンドセットは電源オフした状態で抜き差ししてください。電話オン時、USBハ
ンドセット使用中等に抜き差しすると、システムが停止する場合があります。復旧する
ためにはUS110を再起動する必要があります。

ケーブルを接続した後は、リピートタイでケーブルが絡まないように束ねてください。

マイクロフォン

USBインタフェースを持つ機器

USBハンドセット

ヘッドホンまたはPCスピーカ

装置前面

装置背面

ハブ（マルチポートリピータ）

USBインタフェースを持つ機器

ACアダプタ

ハンドセットまたは

ヘッドセットディスプレイ装置
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US110の利用
US110のシステム構成、基本的な操作方法、仮想PCへの接続方法、シャットダウンの方法
などについて以下に説明します。

チェック 

ここに記載するシステム構成では、ハブ、ルータ等のネットワーク機器の記載は省略してい
ます。

US110は、仮想PCに接続するシンクライアント装置です。
シンクライアントシステムの最小構成は、US110と仮想PCをホストするサーバのみで構成
できます（1. 基本構成）。
基本構成を拡張して、DHCPサーバ、ダウンロードサーバ（FTP/HTTPサーバ）を利用して、
シンクライアントシステムの保守性を向上させることができます（2. 拡張1）。
拡張構成として、VPCCの管理ツール(SSC)を使用することもできます（3. 拡張3）。
仮想PCに接続するネットワーク環境としてVPNを使用することもできます（4. VPN）。

1. 基本構成

シンクライアントシステムの最小構成は、US110と仮想PCをホストするサーバのみで構成
できます。US110の初期設定として、ネットワークの設定を行い、ターミナル接続マネー
ジャで仮想PCの接続先を設定すれば、仮想PCに接続できます。

VPCC

US110

ⓦ VPCC(Virtual PC Center)

仮想PCをホストするサーバです。仮想PCとして、Windows XP Professionalをホスト
します。US110はVPCC以外にも、Windows Server 2003、Citrix Presentation
Server 4.5への接続をサポートします。

ⓦ 動画高速化機能

動画高速化機能を利用するには、仮想PCにUS110用の動画高速化モジュールをインス
トールする必要があります。この機能は、Windows Media Player(Version 10,11)に
対応しています。

動画高速化モジュールは、以下のホームページから入手することができます。

<http://www.express.nec.co.jp/>
/サポート情報/ワークステーション/ダウンロード

本機能のご利用にあたっては、動画高速化モジュールのReadmeドキュメントをご参照
ください。

図1-1　基本構成
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2. 拡張1

基本構成を拡張して、DHCPサーバ、ダウンロードサーバ（FTP/HTTPサーバ）を利用して、
シンクライアントシステムの保守性を向上させることができます。

US110は、設定情報をDHCPサーバ、ダウンロードサーバ（FTP/HTTPサーバ）から取得
することができます。

DHCPを使用するネットワークでは、US110用にDHCPオプション情報を設定して、ダウン
ロードサーバにUS110の設定情報を配置することで、US110を個々に設定することなく、
複数のUS110を一括設定することができます。

US110は電源オフ時に時刻を保持しません。US110の時刻を起動時に合わせるようにする
にはSNTPサーバを使用します。

① VPCC(Virtual PC Center)

② DHCPサーバ

US110のIPアドレス他の情報をDHCPサーバから取得します。ダウンロードサーバの情
報をDHCPサーバから取得することもできます。

③ SNTPサーバ

US110にSNTPサーバの設定を行うと、起動時にSNTPサーバと時刻同期します。

④ FTPサーバ（ダウンロードサーバ/アップロードサーバ）

US110は、US110装置の設定情報や仮想PCの接続先リストをダウンロードサーバから
取得して使用することができます。また、US110のソフトウェアのアップデートもダウ
ンロードサーバから取得します。US110のファイルアップロード機能を使って、一台の
US110で設定した設定情報(common.txt)や仮想PCの接続先リスト(ユーザ名.txt)をFTP
サーバにアップロードすることができます。

⑤ HTTPサーバ（ダウンロードサーバ）

US110のダウンロードサーバとして、HTTPサーバを使用することもできます。US110
は、US110装置の設定情報や仮想PCの接続先リストをダウンロードサーバから取得して
使用することができます。また、US110のソフトウェアのアップデートもダウンロード
サーバから取得します。HTTPサーバに保存されている接続先リスト（ユーザ.reg）にアク
セスし、そのユーザでターミナル接続マネージャへログオンすることができます。

図1-2　拡張1

DHCPサーバ VPCC FTPサーバ

US110

HTTPサーバ

SNTPサーバ

①②

③

④

⑤
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チェック 

ⓦ ダウンロードサーバとの通信プロトコルは、FTPまたは、HTTPのどちらかを選択して
使用します。HTTPS等の他のプロトコルは使用できません。

ⓦ FTPサーバはUS110のダウンロードサーバ、アップロードサーバの両方の用途に使用
できます。HTTPサーバは、US110のダウンロードサーバとして使用できますが、ファ
イルアップロードのサーバには使用できません。

3. 拡張2

US110と、VPCCの管理ツール(SSC)と連携して、シンクライアントシステムの保守性を
向上させることができます。US110では、SSCと連携する機能として、クライアント管理
オプション(CMO)とDPMの各エージェント機能に対応します。

チェック 

DPMはVPCC 2.0以降からの対応となります。

CMOマネージャ

DHCPサーバ

PVM VPCC

US110

図1-3　拡張2

ⓦ VPCC(Virtual PC Center)

ⓦ DHCPサーバ

US110のIPアドレス他の情報をDHCPサーバから取得します。DHCPオプションを使用す
ると、CMOマネージャのサーバアドレスを自動で取得するようにUS110を設定できます。

ⓦ PVM（Provisioning Manager）

VPCCで動作する仮想PCを管理するサーバです。CMOマネージャがPVMと連携して動
作します。

ⓦ CMOマネージャ

クライアント管理オプションのサーバ機能です。US110から接続する仮想PCの接続先情
報を一元管理します。クライアント管理オプションを使用すると、ユーザはUS110上で
使用できる仮想PCの一覧から選択して、仮想PCに接続することができます。
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4. VPN

仮想PCに接続するネットワーク環境としてVPNを使用することができます。

ⓦ VPCC(Virtual PC Center)

ⓦ VPN GW

US110では、VPNのプロトコルとしてL2TPが使用できます。US110を接続するVPN
ゲートウェイにてL2TPを設定してください。

ⓦ 認証サーバ

VPN GWからの認証要求に応答して、接続ユーザの認証を行います。US110では、認証
サーバに送信するアカウントの入力を行います。

VPCC

認証サーバ

US110

VPN GW

図1-4　VPN
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US110の基本的な操作方法

US110は仮想PCに接続するためのシンクライアントとして、US110に関する設定、操作を
できるだけ少なくするように設計しています。

US110では、仮想PCの接続メニューであるターミナル接続マネージャとUS110の設定を
行うコントロールパネルから基本的な操作を行います。

US110
電源ON

（仮想PC接続）

ターミナル
接続マネージャ

コントロール
パネル

US110
シャットダウン

仮想PC
デスクトップの利用

図1-5　US110の基本操作
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US110では、仮想PCへの接続メニューとして、ターミナル接続マネージャを使用します。
システム管理者から割り当てられた仮想PCのアドレス、接続情報を、ターミナル接続マネー
ジャの構成タブで設定します。設定した接続エントリを保存してスタートアップに指定する
と、US110の電源をONにした後、自動で仮想PCに接続することができます。

US110の設定を変更するにはコントロールパネルを使用します。コントロールパネルは、
ターミナル接続マネージャから開くことができます。
ターミナル接続マネージャの構成タブの表示有無と、コントロールパネルの各項目の表示有
無は、管理者が利用者向けにカスタマイズすることができます。

US110を最初に起動すると、初期設定が実行されます。US110個々の名前は初期設定
され、ネットワークの設定はDHCPを使用してネットワークアドレスを取得するように初期
設定されます。初期設定のままで修正する必要がなければ、コントロールパネルで他に設定
する項目はありません。ターミナル接続マネージャから仮想PCに接続してください。
US110の2回目以降の起動では、管理者の設定によって、US110設定情報の読み込みや
仮想PC接続先を取得するためのログオンダイアログの表示が、ターミナル接続マネージャ
の表示の前に行われます。

US110の操作を少なくすることで、シンクライアントシステムをわかりやすく操作して頂く
ことを目指しています。
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ネットワークを設定する

US110の初期設定では、ネットワーク設定は、IPアドレスをDHCPサーバーから取得するよ
うに設定されています。ネットワーク設定を変更する場合は、以下の手順で変更してくださ
い。

1. 「ターミナル接続マネージャ」から「コントロールパネル」ボタンを押して、「コントロールパネル」
を表示します。

2. 「ネットワークとダイヤルアップ接続」のアイコンをダブルクリックします。

3. 「NETCLIENT-NSS」のアイコンをダブルクリックします。

4. 「IPアドレスを指定」を選択してから、IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ
の設定を行います。DNS、WINSの設定は、「ネームサーバー」タブで行います。

チェック 

ターミナル接続マネージャの「構成」タブには「コントロールパネル」ボタンはありません。
コントロールパネルを表示する場合は、「接続エントリ」を選択してください。
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ディスプレイ解像度を設定する

ご使用になるディスプレイに合った解像度を設定します。

1. 「ターミナル接続マネージャ」から「コントロールパネル」ボタンを押して、「コントロールパネル」
を表示します。

2. 「画面解像度設定」のアイコンをダブルクリックします。

3. 「画面設定」の「画面の解像度」、「画面の色」をプルダウンメニューから選択します。

4. 「OK」を押して終了します。

US110が設定された解像度で再起動されます。

チェック 

ⓦ 画面設定で「DDCを有効にする」を指定すると、ディスプレイから自動的に最適な画面設
定を取得します(※)。

ⓦ US110の画面表示性能を最大限に引き出すために、US110の画面の色の設定と、仮想
PC接続の画面色設定を両方とも16bppに設定してのご使用を推奨します。

(※)　お使いになるディスプレイがDDCに対応している必要があります。
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仮想PC接続先を設定する

接続する仮想PCの接続エントリを作成します。

1. 「ターミナル接続マネージャ」から「構成」タブを選択します。

2. 「追加」ボタンを選択します。

3. 「新しい接続エントリ」の画面が表示されるので、プルダウンメニューから「Microsoft リモート
デスクトップ クライアント」を選択して、「OK」ボタンを押してください。

4. 接続先の名前となる接続エントリ名と、接続する仮想PCのコンピュータ名またはIPアドレスを
入力します。

5. 「次へ」ボタンを選択して、最後に「終了」ボタンを選択します。

チェック 

設定情報を変更する場合は、「編集」ボタンをクリックして「接続の編集」ダイアログを表示
してください。仮想PC接続の画面色は「接続の編集」ダイアログの中で変更できます。
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仮想PCに接続する

作成した接続エントリを使用して、仮想PCに接続します。

1. 「ターミナル接続マネージャ」の「接続エントリ」タブを選択します。

2. 接続エントリ名の一覧から、接続する仮想PCを選択し、「接続」ボタンを選択してください。

3. 仮想PCに接続され、仮想PCのログインダイアログが表示されます。

4. 仮想PCにログインした後は、仮想PCのデスクトップが表示され、スタートメニューから各種
プログラムを使用することができます。

チェック 

ⓦ 仮想PCのデスクトップでは、以下のショートカットキーが使用できます。

ーキトッカトーョシ 能機

tlA ＋ pUegaP るえ替り切に右らか左をムラグロプ

tlA ＋ nwoDegaP るえ替り切に左らか右をムラグロプ

tlA ＋ tresnI るえ替り切をムラグロプに順たし動起

tlA ＋ emoH るす示表をーュニメトータス

lrtC ＋ tlA 」＋「のーキンテ＋ 想仮 CP るすーピコにドーボプッリクをトッョシプッナスのプットクスデの

lrtC ＋ tlA 」－「のーキンテ＋ 想仮 CP をトッョシプッナスのウドンィウブィテクアのプットクスデの
るすーピコにドーボプッリク

lrtC ＋ tlA ＋ dnE 011SU るす示表をャジーネマ続接ルナミータの

lrtC ＋ tlA ）↓はたま（↑＋ 011SU 想仮の他るいてし続接の CP るす示表をプットクスデの

ⓦ US110では、仮想PCデスクトップの全画面表示をサポートしています。仮想PCデスク
トップのウィンドウ表示はサポートしていません。そのためショートカットキー
「Ctrl＋Alt＋Break」は使用しないでください。
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仮想PCをログオフする

仮想PCでの作業を終える場合は、仮想PCのタスクバーから「スタート」-「ログオフ」を選択し
ます。

仮想PCからログオフすると、US110のターミナル接続マネージャに戻ります。
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US110をシャットダウンする

ターミナル接続マネージャの「接続エントリ」タブにある、「シャットダウン」ボタンを選択し
て、US110をシャットダウンします。

チェック 

ターミナル接続マネージャの「構成」タブには「シャットダウン」ボタンはありません。シャッ
トダウンする場合は、「接続エントリ」を選択してください。
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